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尿路性器感染症 に対す る経 口抗生物質loracarbefの 臨床 的検討

押 正也 ・阿曽佳郎

東京大学医学部泌尿器科学教室*

急性単純性膀胱炎2例,カ テーテル非留置複雑性尿路感染症9例,な らびに急性前立腺

炎1例に対 しloracarbefを投与し,そ の有効性,安 全性について検討 した。急性単純性膀胱

炎2例の総合臨床効果は,2例 とも著効であった。また慢性複雑性尿路感染症8例 の総合臨

床効果は,著 効7例,無 効1例 であった。急性前立腺炎の1例 については,主 治医判定によ

る臨床効果はやや有効であった。本剤投与による臨床検査値異常変動は1例 にGPTの 軽度

上昇,1例 に単球の増加を認めたのみであった。自他覚的副作用は1例 も認めなかった。
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新 しい経 ロカ ルバ セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 で あ るlora-

carbef(LCBF)を 単 純 性 ・複雑 性 尿 路 感 染 症 お よび 急

性前立腺 炎患者 に投 与 し,そ の 臨床 的効果 お よび副 作

用につ いて検討 した。

1989年7月 か ら1990年6月 まで に,東 京 大学 医学 部

附属病 院泌尿器 科外 来 を受診 した尿路 性器 感染 症患 者

で,本 治験参加 に同意 の得 られ た患者 を対 象 と した。

投 与症 例 は年齢50～73歳 の 男4例,女8例 の計12例

で,そ の 内訳 は,急 性 単純 性 膀胱 炎2例,慢 性 複雑 性

膀胱 炎6例,慢 性複 雑性 腎孟 腎 炎3例,急 性 前 立腺 炎1

例 であ った。 複雑性 尿路 感 染症 の基礎 疾患 と して は前

立腺 肥大症1例,神 経 因性 膀胱4例,尿 道狭 窄1例,腎

結 石2例,膀 胱尿 管 逆 流 症1例 で あ った。 本 剤 の投 与

方 法 は,単 純性 尿 路 感 染症 に対 して は1回200mgを1

日3回,3日 間,複 雑 性 尿 路 感 染 症 に対 して は1回

200mgを1日3回 また は1回400mgを1日2回,5～6日

間食後経 口投 与 した。急性 前 立 腺 炎 に は1回200mgを

1日3回,5日 間投与 を行 った。 効果 判 定 は主治 医 判定

ならびにUTI薬 効 評価基 準1)に準 じて行 った。

副作 用 に関 して は,投 与 開始 か ら終 了 まで の 自他 覚

的副作 用 の有無 を観 察 し,ま た 臨床検 査値 異常 変動 に

つ い て は,投 与 前後 の血 液一 般 ・肝機 能 ・腎機 能等 に

つ い て検 討 した。

急性 単 純性 膀胱 炎2例 は,UTI薬 効 評 価 基 準 に合 致

して お り,そ の概要 をTable 1に 示 した。2例 とも 自覚

症 状 が消失,膿 尿 が正常 化,細 菌尿が 陰 性化 し,総 合

臨床効 果 は著効 で あ った。

複 雑 性 尿 路 感 染 症 症 例 の概 要 お よ び 臨 床 成 績 を

Table 2に 示 した。9例 中UTI薬 効 評価i基準 に合 致 した

8例 の総 合 臨床 効果 をTable 3に 示 した。 本剤投 与 に よ

り膿 尿 の 正常 化7例,不 変1例 で あ り,細 菌尿 の 陰性

化7例,不 変1例 で あ った。 総 合 臨床 効 果 は著 効7例,

無効1例 で あ った。 病態群 別 総合 臨床 効果 をTable 4に

示 した。2例 が上 部 尿 路,5例 が下 部 尿 路 の単 数 菌 感

染症 で あ り,著 効6例,無 効1例 で あ った。 一 方,複

数菌 感 染症 の1例 は カテ ーテ ル非 留置 で あ り,著 効 で

あ った。

細 菌学 的効 果 は急 性単 純性 膀胱 炎症 例 か ら分離 され

Table 1.Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with loracarbef

AUC:acute uncomplicated cystitis

po:per os

* before treatment

/after treatment

** UTI:criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Dr.:doctor's evaluation

* 〒113東 京都文京区本郷7-3-1
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Table 2.Clinical summary of complicated  UTI and acute prostatitis patients treated with loracarbef

CCC:chronic complicated cystitis BPH:benign prostatic hypertrophy CCP:chronic complicated pyelonephritis

VUR:vesicoureteral reflux po:per os GNF-GNR:glucose-nonfermenting gram-negative rod

*
before treatment/

after treatment
**

UTI:criteria proposed by the Japanese UTI Committee
Dr.:doctor's evaluation

Table 3.Overall clinical efficacy of loracarbef in complicated UTI

5-day treatment

Bacteriological response

* regardless of bacterial count
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Table 4.Overall clinical efficacy of loracarbef classified by the type of infection

たEscherichia coli 2株 は 本剤 投 与 後 消失 した。 複 雑 性

尿路感 染症症 例8例 に おい て は本 剤投 与 前 に尿 中 よ り

分離されたStreptococcus agalactiae  1株, Enterococcus

faecalis  1株,E.coli 3株, Klebsiella pneumoniae  1株,

Morganella morganii  1株, glucose-nonfermenting gram-

negative rod(GNF-GNR) 1株 は す べ て 消 失 した が,

Pseudomonas aeruginosa  1株は本剤投与後も存続 した。

存続したP.aeruginosa  1株 の本剤 に対す るMICは>200

μg/mlで あ った。 また,本 剤 投 与後 出現 菌 は認 め られ

なか った。

急性前 立腺 炎1例 につ い て は,主 治 医 判定 に よ り臨

床効果 を判定 した(Table 2)。 投 与 後 にお い て も,尿

中白血球 お よび細菌 尿 は不変 で あ ったが解 熱 した ため

やや有効 と した。

自他覚 的副 作用 は12例 中1例 も認 め られ なか った。

また,投 与前,後 にお いて血 液 検査 を行 った12例 中,

臨床検 査値 の異 常 変動 を示 した もの は1例 にGPTの 軽

度 上 昇,1例 に単 球 の 増 加 を認 め た の み で あ っ た

(Table 2)。

LCBFは 協和 醗 酵 工業 株 式 会社 で 開発 され た経 ロカ

ルバセ フェム系 抗生 剤で あ る。 グ ラム陽性 菌 に対 して

cefaclor(CCL)と 同 等 また は優 れ た抗 菌 活性 を有 し,

グ ラム陰性 菌 に対 してはCCLと ほ ぼ同等 の抗 菌 力 を有

す る。 本 剤の体 内動態 はCCLに 近似 し,ま た尿 中 回収

率 もCCLを 上 回 り約90%で あ り,未 変 化 体 と して 排

泄 され る2)。

今 回わ れわ れは,こ の経 ロ カルバ セ フェム剤 を外 来

の尿路 性器 感染 症患 者 に使 用 す る機会 を得 た。 臨床 効

果 におい て は単 純性 膀胱 炎で 全例 著効,複 雑性 尿路 感

染 症 で も80%以 上 の有 効 成績 を得 る と共 に,細 菌 学

的 に も満足 すべ き消 失率 を得 た。 一方,安 全性 に 関 し

て は,臨 床 検査 値の 異常 変動 と してGPT上 昇 お よび単

球 増加 を認 め ただ けで副作 用 は1例 も認 め なか った。

以 上 の結 果 よ りLCBFは 尿 路感 染 症 に対 して,有 効

であ りかつ 安全性 も高 い薬剤 と考 え られ た。
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An oral carbacephem antibiotic,loracarbef,in urinary tract infection
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Loracarbef was administered to 12 patients,two with acute uncomplicated cystitis,nine with

chronic complicated UTI without indwelling catheter and one with acute prostatitis,to investigate

its therapeutic efficacy and safety.Clinical efficacy in acute uncomplicated cystitis was excellent

in both patiens, and in chronic complicated UTI,it was excellent in seven and poor in one.

According to the attending doctor's evaluation,clinical efficacy in one case of acute prostatitis was

fair.

No adverse effects were observed.Abnormal findings in clinical data were observed in two

cases(monophilia and elevation of GPT).


